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昭
和
三
年
に
徴
兵
検
査
を
受
け
、

ク
ジ
に
当
り
現
役
で
朝
鮮
に
渡
り
兵
　
程
島
村
山
宗
一
郎
さ
ん

隊
訓
練
を
受
け
昭
和
五
年
六
月
に
帰

っ
て
き
ま
し
た
。
二
度
目
は
、
昭
和

十
二
年
九
月
に
支
那
事
変
で
招
集
さ

れ
満
州
に
渡
り
ま
し
た
。
神
戸
港
か

　
　
　
ウ
ヨ
ソ
ン

ら
出
て
呉
松
と
い
う
港
に
着
い
た
と

き
、
わ
れ
わ
れ
の
輸
送
船
を
護
衛
し

て
き
た
と
い
う
駆
逐
艦
が
姿
を
現
わ

し
「
元
気
で
ガ
ン
バ
レ
」
と
い
う
放

送
を
聞
い
た
と
き
戦
地
に
来
た
と
い

う
思
い
が
し
ま
し
た
。
平
担
な
土
地

に
壕
（
穴
）
が
モ
グ
ラ
作
戦
に
よ
り
掘

り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

壕
の
中
に
は
、
前
の
戦
い
で
戦
死
し

た
兵
隊
さ
ん
の
死
体
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
し
た
．
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■ツベルクリン反応検査及ぴB　C　G（S60．1．1～60．12．31生）

　5月12日／13：30～14：30／保健センター／貝野地区、高

　　　　　　道山地区、清津峡地区

　5月19日／13：30～14：30／保健センター／桂、田中、小

　　　　　　原、干溝、倉俣地区

　5月26日／13：30～14：30／保健センター／山崎、通り山、

　　　　　　荒屋、芋川新田、未接種者

■日本脳炎（初回、S57．4．卜58．3．31生まれ、追加者S56．4．1～S

　　　　　57。3，31生まれ3歳以上の未就学児）

　6月3日／13：30～14＝30／保健センター／倉俣地区、貝

　　　　　　野地区、高道山地区、清津峡地区

■妊婦検診

　5月23日／13：30～14：00上村病院

璽母親学級

　5月23日／12：30～13：00／上村病院／産褥と赤ちゃん保育

0乳幼児検診

　5月22日／13＝00～14：00／保健センター／3歳児

　5月29日／13：30～14：00／保健センター／5歳児歯科検診

■結核・肺ガン検診

　5月15日／貝野地区

●献血

　5月23日／10：00～15：00／保健センター前

恥
条
条
条
斧
添
条
黍
条
条
斧
条
黍
条
条
条
黍
条
条
条
黍
条
斧
斧
条
条
条
条
参
条
斧
条

⑪（日）
休日救急医（津南病院魯65－3161）
鯉の即売会（養魚場9：00～16：00）
村民テニス教室（清田山自然運動公園9：30～申し込み公民館1

12（月）
ツベルクリン反応及びB　C　G（右参照）

15休）
結核検診、肺ガン検診（右参照）

16働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）
結核検診、肺ガン検診（右参照）

⑱（日）
休日救急医（山口医院台55－2003）

19（月〉
ツベルクリン反応及びB　C　G（右参照）

20（幻
飲酒遺転追放の日

22休）
3歳児検診（右参照）

23㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）
献血（右参照）

妊婦検診、母親学級（右参照）

⑳（日）
休日救急医（中条病院857－3018）

26（月）
ツベルクリン反応及びB　C　G（右参照）

29休）
5歳児歯科検診（右参照）

30㈹
心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

①（日）
休日救急医（L村病院a63－2111）

2（月〉
交通事故移動相談所（レ日町市役所10：00～15：00）

6働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

①（日）
休日救急医（津南病院台65－3161）

10（幻
16旧爾映写機認定講習会（総合センター18：30～21：00〉

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。
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高
齢
者
事
業
団
か
ら
派
遣
さ

れ
た
人
た
ち
が
、
南
保
育
所
で

遊
具
の
囲
い
は
ず
し
と
取
り
つ

け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぷ
顔
は
最

高
」
と
は
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

1o

編
集
後
記

　
残
雪
が
残
る
山
々
に
、
ブ
ナ

の
芽
が
ふ
く
今
日
こ
の
ご
ろ
に

な
る
と
、
真
冬
の
辛
さ
も
忘
れ

て
「
い
い
所
だ
な
あ
ー
」
と
つ

く
づ
く
思
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
年
、
村
が
合
併
し

た
当
時
九
千
八
百
六
十
三
人
を

数
え
た
人
口
は
、
四
月
末
で
六

千
九
百
十
四
人
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
先
般
商
工
会

の
講
演
に
こ
ら
れ
た
松
沢
友
三

氏
は
「
す
ば
ら
し
い
自
然
と
人

情
味
豊
か
な
村
の
時
代
が
や
っ

て
く
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
も
っ
と
こ

の
地
に
誇
り
を
も
っ
て
生
き
た

い
も
の
で
す
。
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趣味のようなもの仕事すること

　
高
齢
者
の
技
を
社
会
の
た
め
に
役
立
て
、
し
か
も
高
齢

者
の
健
康
と
生
き
が
い
の
創
造
を
目
的
に
全
国
的
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
立
し
て
い
ま
す
。
県
内
に
は
、

、
十
一
箇
所
の
人
材
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
セ

ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
丁
寧
で
し
か
も
誠
実
な
仕
事
ぶ

り
が
好
評
を
博
し
着
実
に
実
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
の
四
市

町
村
で
組
織
し
た
十
日
町
地
域
高
齢
者
事
業
団
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
の
技

　
　
　
　
　
社
会
の
た
め
に

劣
十
日
町
地
域
高
齢
者
事
業
団
設
立

　
十
日
町
地
域
高
齢
者
事
業
団

は
、
中
魚
沼
の
四
市
町
村
で
構

成
す
る
広
域
的
な
事
業
団
で
す
。

こ
の
事
業
団
の
発
足
に
伴
い
、

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
に
設
立

し
た
十
日
町
市
高
齢
者
事
業
団

は
、
発
展
的
に
解
消
し
ま
し
た
。

　
国
で
は
、
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
昭
和
五
十

五
年
度
か
ら
高
齢
者
労
働
能
力

活
用
事
業
を
導
入
し
、
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
全
国

で
五
つ
の
広
域
的
な
高
齢
者
事

業
団
が
国
の
認
可
を
受
け
ま
し

た
。
当
事
業
団
は
、
こ
の
中
の

一
つ
に
認
定
さ
れ
国
の
補
助
金

と
市
町
村
か
ら
の
補
助
金
を
受

け
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

、

2
て

）

　
あ
な
た
の
入
会
を

　
　
　
　
待
っ
て
い
ま
す

　
高
齢
者
事
業
団
を
軌
道
に
乗

せ
る
た
め
に
ぱ
、
経
験
豊
富
な

あ
な
た
の
入
会
が
必
要
で
す
。

仲
間
と
一
緒
に
働
き
健
康
と
生

き
が
い
を
見
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

★
入
会
案
内

o
村
内
に
住
む
お
お
む
ね
六
十

歳
以
上
の
健
康
で
、
働
く
意
欲

の
あ
る
人
な
ら
だ
れ
で
も
入
会

で
き
ま
す
。

〇
一
年
間
の
会
費
と
し
て
、
一

人
五
百
円
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

o
申
込
書
に
自
分
の
希
望
す
る

職
種
等
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
希
望
者
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
、
中
里
村
事
務
所
ま
で

（
T
E
L
六
三
－
二
五
二
〇
）

★
仕
事
の
依
頼

o
事
務
所
で
、
仕
事
を
請
負
い

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

　
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
い

六
十
歳
を
過
ぎ
社
会
の
第
一
線

を
退
い
た
人
の
中
に
も
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
高

齢
者
の
経
験
や
能
力
を
生
か
し

て
、
働
く
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
は
社
会
に
と
っ
て
も
大
変
有

意
義
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
高

齢
者
自
身
に
と
っ
て
も
、
健
康

の
維
持
や
生
き
が
い
を
見
い
出

す
場
と
も
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
高
齢

纏
で
・
熱
・

酵
、
麟
灘

p
　
レ
蹴
鰯

者
の
相
互
協
力
を
基
盤
と
す
る

自
主
的
な
組
織
で
あ
る
高
齢
者

事
業
団
が
各
地
に
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
団
は
、
地

域
社
会
の
理
解
と
支
持
の
中
で

自
治
体
、
民
間
企
業
、
個
人
等

か
ら
仕
事
を
受
け
事
業
体
と
し

て
活
動
し
て
い
く
所
で
す
。

好
評
を
博
す

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
発
展
的
に
解
消
さ
れ
た
十
日

町
市
高
齢
者
事
業
団
の
昭
和
六

十
年
度
の
実
績
を
見
ま
す
と
、

受
託
収
入
が
三
千
七
百
万
円
に

も
達
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
、
大
正
生
ま
れ
の
筋
金

入
り
の
高
齢
者
の
働
き
ぶ
り
は

「
仕
事
が
丁
寧
」
　
「
後
片
付
け

が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
」
と
県

内
外
の
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
好

あ
な
た
に
合
っ
た
仕
事
が
出
た

と
き
電
話
等
で
連
絡
し
ま
す
。

o
常
時
仕
事
が
あ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

o
万
一
仕
事
中
に
ケ
ガ
を
し
た

と
き
は
、
団
体
傷
害
保
険
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

草
と
り
、
囲
い
な
ど

　
各
種
の
仕
事
を
請
負
い
ま
す

　
高
齢
者
事
業
団
の
実
績
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
会
社
、
農
家
、

家
庭
、
役
場
か
ら
仕
事
を
提
供

し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
明
治
、
大
正
生
ま
れ

の
筋
金
入
り
の
人
た
ち
の
仕
事

は
確
か
で
す
。
ど
う
か
試
み
に

高
齢
者
事
業
団
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
（
實
六
三
ー
二
五
二
〇
）

何でもこなしますよ

　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
仕

　
　
　
　
　
　
　
メ
灯

塾
麟

．
、
齢
壱
験

評
で
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
事
業
団
の
し
く
み

　
十
日
町
地
域
高
齢
者
事
業
団

は
、
十
日
町
市
内
に
あ
る
四
ツ

宮
荘
（
老
人
憩
の
家
）
に
事
務

局
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村

に
事
務
所
を
設
け
ま
す
。
当
村

は
、
こ
の
事
務
所
を
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
置
き
、
こ
の
四

月
か
ら
藤
田
義
一
さ
ん
が
勤
務

し
て
い
ま
す
。

　
四
月
末
現
在
、
会
員
数
も
四

十
五
名
を
数
え
、
す
で
に
役
場

や
上
村
病
院
な
ど
の
囲
い
は
ず

し
の
仕
事
な
ど
を
請
負
い
、
会

員
が
働
い
て
い
ま
す
。

　
仕
事
が
完
了
し
た
場
合
は
、

発
注
先
の
会
社
等
に
事
業
団
が

経
費
を
請
求
し
ま
す
。
事
業
団

は
事
業
収
入
の
五
％
を
事
務
費

と
し
て
戴
き
、
あ
と
は
配
分
金

と
し
て
会
員
に
渡
し
ま
す
。

　
〈
喜
ぶ
会
員
た
ち
〉

　
十
日
町
地
域
高
齢
者
事
業
団

の
池
田
事
務
局
長
さ
ん
は
「
お

年
よ
り
た
ち
は
『
こ
の
年
に
な

っ
て
働
け
る
な
ん
て
あ
り
が
た

い
』
　
『
嫁
と
の
関
係
も
よ
く
な

っ
た
』
　
『
仕
事
に
出
る
の
が
楽

し
い
』
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
親

子
で
事
業
団
に
入
っ
て
い
る
人

む
い
る
ん
で
す
よ
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

外交瓦・折衝

金
査

集
調

請求書配り

専門技能
簡単な大工仕事
屋根のペンキ塗り

冬囲い・はずし

雪堀 り

障子はり

事。務、関係

一般事務
賞状書き
あて名書き
毛筆による書きもの

草　　と　　り

草　　刈　　り

屋内外の清掃
土木作業の手伝い

雑　　　役

嚇犠黛
家事手伝い
病人の付き添い

子　守　 り

老人の介護

　
　
　
　
ん

　
を
　
　
さ

　
、
　
　
治

　
も

で
が
　
謙

ロ
き
　
　
田

鋤
生
留

会
　
　
高

社（　
　
畷
ユ

　
　
プ
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
一
　
榊

　
　
脅
　
、

　
　
ー
－
峯
ぐ

　高齢者事業団の発足で高齢者の働く

場ができたことは本当にうれしいこと

です。いろんな技能をもつ高齢者が事

業団を通じて働けることは、その人に

生きがいが生れます。高齢者のできる

仕事をどんどんいただき、わたしたち

も仲間と楽しく働きたいと思っていま

す。高齢者の中には、大工、左官、毛

筆、介護などいろんな技能をもった人

たちがいます。

　一入でも多くの高齢者が、この事業

に参加し、健康で生きがいのある臼々

を送りたいものです。

社会のために
　　　役立ちたい

　宮中
　　吉楽カホルさん

《
V

　わたしは、少しでも社会のために役

立ちたいと考えています。今までも恵

福園でのホランティアや食生活改善運

動に協力してきました。

　先般、知人から高齢者事業団の説明

を聞き早速入会手続きをしました。年

をとってからでも無理をしない範囲で

仕事をしたいと思っていました。

　話ですと高齢者事業団で、草とりや

病人の介護などの仕事を請負い、それ

を会員が協力して行うとの事です。

　みんなで仲良く、健康で楽しい日々

を送りたいと思います。

　中里事務所

藤田義一さん

高
齢
者
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
仕
事
を

　
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
　
十
日
町
地
域
高
齢
者

事
業
団
が
、
こ
の
四
月
一
日
か

ら
発
足
し
ま
し
た
。
　
私
が
中

里
事
務
所
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
設
立
と
運
営
に
あ

た
り
、
村
長
さ
ん
を
は
じ
め
役

場
各
課
や
関
係
者
の
深
い
ご
理

解
と
ご
指
導
、
ご
援
助
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
前
進

を
始
め
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
本
格
的
な

高
齢
化
時
代
の
到
来
を
迎
え
て

中
里
村
で
も
、
六
十
歳
か
ら
七

十
四
歳
ま
で
の
高
齢
者
が
、
千

百
四
十
三
名
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
人
た
ち
の
豊
か
な

経
験
と
す
ば
ら
し
い
能
力
が
社

会
に
役
立
ち
、
し
か
も
働
く
事

に
よ
っ
て
高
齢
者
の
健
康
と
生

き
が
い
と
収
入
を
得
ら
れ
る
こ

と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
事
業
団
は
国

と
村
が
補
助
金
を
出
し
、
指
導

と
援
助
に
よ
っ
て
運
営
と
活
動

を
行
な
う
、
法
人
格
を
有
す
る
、

公
共
的
、
公
益
的
な
性
格
を
も

つ
団
体
で
、
営
利
を
目
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
全
て
の

会
員
は
保
険
に
加
入
し
ま
す
の

で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
事
業
団
の
対
象

者
は
原
則
と
し
て
六
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
健
康
で
働
く
意
欲
と
能

力
の
あ
る
方
は
年
齢
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
中
里
村
で
は
現

在
四
十
五
名
の
加
入
者
が
あ
り

ま
す
。
会
員
の
受
け
付
け
は
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仕

事
の
方
は
、
女
性
で
も
で
き
る

軽
作
業
か
ら
技
能
職
ま
で
あ
り

ま
す
。
現
在
は
役
場
関
係
の
公

共
施
設
や
学
校
、
保
育
所
等
の

仕
事
（
冬
囲
外
し
な
ど
）
を
は

じ
め
、
民
間
の
仕
事
も
受
注
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
楽
し
く
働
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
会
員
の

申
込
み
も
随
時
あ
り
よ
ろ
こ
ん

で
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ

ん
が
働
け
る
仕
事
（
危
険
や
重

労
働
で
な
い
仕
事
）
が
あ
り
ま

し
た
ら
是
非
事
業
団
に
申
し
付

け
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。
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長
年
の
懸
案
だ
っ
た
桔
梗
原
土
地
改
良
区
（
井
ノ
川
三

之
助
理
事
長
）
と
清
津
川
土
地
改
良
区
（
高
橋
幸
作
理
事

長
）
の
合
併
は
、
両
土
地
改
良
区
の
最
終
議
決
機
関
で
あ

る
総
代
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
六
月
始

め
に
合
併
認
可
申
請
を
県
に
提
出
し
、
七
月
一
日
に
認
可

が
下
り
正
式
合
併
と
な
り
、
中
里
村
土
地
改
良
区
（
仮
称
）

が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。

　
桔
梗
原
土
地
改
良
区
は
、
昭

和
二
十
七
年
八
月
に
設
立
さ
れ
、

桔
梗
原
か
ら
小
原
ま
で
の
平
担

地
を
対
象
に
組
合
員
三
百
四
十

三
戸
、
面
積
百
五
十
七
珍
を
擁

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
清
津
川

土
地
改
良
区
は
、
昭
和
四
十
一

年
、
清
津
川
右
岸
段
丘
地
区
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
よ
り
設
立
し
、

組
合
員
三
百
五
戸
、
面
積
二
百

五
十
六
診
を
擁
し
て
い
ま
す
。

　
両
土
地
改
良
区
と
も
農
業
用

水
は
、
清
津
川
に
依
存
し
て
お

り
、
東
田
尻
の
頭
首
口
か
ら
程

　　　　　400m2献血実施

土地改良区を更に発展させるために

ノ

島
ま
で
は
共
通
の
水
路
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
桔
梗
原
土
地
改

良
区
は
、
こ
こ
か
ら
導
水
ト
ン

ネ
ル
で
朴
木
沢
ま
で
導
き
、
各

地
の
水
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
今
か
ら
二

百
年
前
、
天
明
五
年
に
時
の
庄

屋
五
郎
兵
衛
と
頸
城
地
主
七
人

を
共
同
引
受
人
と
し
て
苦
労
の

末
完
通
し
た
も
の
で
、
全
長
千

八
百
八
十
麿
を
有
し
て
い
ま
す
。

一
方
清
津
川
土
地
改
良
区
は
、

程
島
か
ら
毎
秒
τ
お
、
あ
水
を

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
、
約
二
百
五

十
㎞
の
水
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。

合
併
の
必
要
性

　
両
土
地
改
良
区
の
現
状
は
、

，ぞ’

両
者
と
も
、
水
の
維

持
管
理
が
主
体
で
あ

る
こ
と
、
水
系
が
同

じ
く
し
か
も
組
合
員

に
重
複
が
あ
る
こ
と
、

規
模
が
小
さ
い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
合
併
に
よ
り
経
費
の
節

減
と
土
地
改
良
区
事
業
の
推
進

を
目
的
に
合
併
が
促
進
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
合
併
の
話
し
合
い
は
、
昭
和

五
十
四
年
に
も
行
わ
れ
た
の
で

す
が
諸
事
情
に
よ
り
不
調
に
終

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
十

日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
も

一
本
化
さ
れ
た
た
め
、
再
度
、

　　　　　　翰蝿撫

　　　　　　　士地改良区の合併は、時代のすう勢

　　　　　　として当然なことといえます。少しで

　　　　　　も大きな士地改良区にし，経常経賛な

　　　　　　どを節減していかなければなりません。

　　　　　　　生産者米価が上がらない現在は、い

　　　　　　かに生産コストを下げるかが勝負です。

　　　　　そのためには，本来の士地改良区の事齢

　　　　　業であるほ場整備や道水路の充実を進

　　　　　めていく必要があります。そして，現

　　　　　代に合った大型機械の導入、農作業の

　　　　　受委託等を進め、農業後継者が夢をも

　　　　　てる墓盤つくりをしていく必要があり

　　　　　ます。

　　　　　　この度、両士地改良区が合併につい

　　　　　て合意されたことは、本当に喜ぶべき

　　　　　ことだと思います。新しく生れ変わる

　　　　　士地改良区の成果に期侍をしたいと思

＿＿論二』＿＿＿＿ノ

　
今
月
か
ら
献
血
方
法
が
一
部
改
正
さ

れ
、
従
来
の
二
百
ミ
リ
・
認
献
血
に
加
え
、

一
人
か
ら
四
百
ミ
リ
・
μ
の
献
血
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
の
状
況

を
見
ま
す
と
、
献
血
者
の
内
＝
二
・
六
％

の
人
た
ち
が
四
百
ミ
リ
・
認
の
献
血
に
応

じ
て
い
る
そ
う
で
す
。
献
血
は
愛
の
助

け
合
い
活
動
で
す
。
み
ん
な
で
協
力
し

ま
し
よ
・
つ
o

　
安
心
し
て

　
　
　
　
鶴
百
㎡
献
血

　
わ
た
し
た
ち
の
体
内
を
流
れ

て
い
る
血
液
の
量
は
、
個
人
差

は
あ
り
ま
す
が
、
男
性
は
体
重

一
器
に
つ
き
八
十
ミ
リ
∴
い
、
女

性
は
七
十
．
、
ザ
・
溜
で
す
。
例
え

ば
、
六
十
瀦
の
男
性
で
す
と
四

千
八
百
．
、
ザ
・
詔
、
女
性
で
は
四

千
二
百
．
、
ザ
・
詔
の
血
液
量
が
あ

り
ま
す
。

　
四
百
。
、
、
り
・
尼
献
血
は
、
従
来

運

の
倍
の
血
液
を
と
る
こ
と
か
ら

「
体
の
調
子
が
悪
く
な
る
の
で

は
」
と
い
う
不
安
が
で
て
き
ま

す
。
し
か
し
、
医
学
的
に
は
体

内
の
血
液
量
璽
五
％
以
内
（
男

性
七
百
二
十
、
、
ザ
・
溜
、
女
性
六

百
三
十
・
、
り
㌔
溜
…
体
重
六
十
鴛

の
人
）
が
失
わ
れ
て
も
間
題
が

な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
四
百
、
、
リ
・
牌

献
血
を
し
て
も
健
康
や
日
常
生

活
に
差
し
さ
わ
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
体
格

　昭和47年ころ、知人が献血で肝臓病を

発見し入院しました。献皿で皿液の検査

をしてくれることを知り、目分の健康管

理も兼ねてやっています。

　ダ通事赦など不慮の事故がいつ起きる

かもしれない昨今ですので、みんなが献

血に協力してほしいと思います。

　4月から400m②献皿が始まったそうで

ずが医学的に安全が実証されているので

すから目分もそれに協力したいと思いま

す。幸い会社の社長も献血に協力的です

のでできる限りこれからも献皿に協力し

型’墨’藁　　　　　／

麺、、、』言層

　　　　　　　協誕，

血をする前の血液検査

の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
め
た

諸
外
国
で
は
、
以
前
か
ら
三
百

～
五
百
、
り
・
μ
の
献
血
が
安
全

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

㎜
紬
鑑
醗
誰
に

　
四
百
－
り
・
諺
献
血
は
輸
血
用

血
液
の
品
質
を
一
定
に
保
ち
、

副
作
用
や
輸
血
に
よ
る
疾
病
の

感
染
を
少
な
く
し
よ
う
と
い
う

目
的
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
例

え
ば
、
千
二
百
－
㌦
眉
の
輸
血

を
必
要
と
す
る
と
き
、
二
百
．
．
ザ

回
い
で
は
六
人
分
の
血
液
が
必
要

で
す
。
四
百
、
、
り
・
坦
献
血
で
は

桔梗原水路工事のもよう

昭
和
五
十
九
年
か
ら
合
併
の
話

し
が
再
燃
し
ま
し
た
。
県
、
村
、

両
土
地
改
良
区
か
ら
五
人
づ
つ

で
て
合
併
推
進
協
議
会
を
設
立

し
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
四
月
十
一
日
合

併
予
備
調
印
が
行
わ
れ
、
長
野

十
日
町
農
地
事
務
所
長
と
上
村

村
長
の
立
合
い
の
も
と
で
、
両

土
地
改
良
区
の
理
事
長
が
調
印

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

清
津
川
土
地
改
良
区
が
二
十
五

日
に
、
桔
梗
原
土
地
改
良
区
が

二
十
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
総
代
会

を
開
き
合
併
の
承
認
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
、
合
併
認
可
申
請
が
行

わ
れ
、
七
月
一
日
に
正
式
に
認

可
さ
れ
る
予
定
で
す
。
合
併
後

は
、
土
地
改
良
区
事
業
の
本
来

の
使
命
で
あ
る
ほ
場
整
備
な
ど

農
業
の
基
盤
づ
く
り
に
力
を
注

い
で
い
く
方
針
で
す
。

三
人
分
の
血
液
で
間
に
合
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
肝
炎
な
ど
の

輸
血
に
よ
る
病
気
の
感
染
や
そ

の
他
の
輸
血
副
作
用
を
大
幅
に

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

献血で健康を
　確かめています

溝広田洋一さん

（）

一
献血功労者（30回以上）

00謡
献
血
の
で
き
る
人

4
◎
年
齢
　
十
八
歳
～
六
十
四
歳

◎
体
重
　
男
女
共
五
十
鴛
以
上

◎
献
血
間
隔
響
翫

　
成
分
献
血

　
最
近
の
輸
血
は
、
血
液
を
成

分
ご
と
に
輸
血
す
る
方
法
が
ほ

と
ん
．
ど
で
す
。
従
っ
て
、
一
人

の
献
血
者
か
ら
特
定
の
成
分
だ

け
を
献
血
し
て
い
た
だ
く
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
改
正
で
成
分
献
血
も
十
月
か

ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
当
面
、
献
血
車
ゆ
う

あ
い
号
に
は
設
置
さ
れ
な
い
予

定
で
す
。

氏　　名 部　落 回数

桑原秀一 山　崎 50

富井利明 市之越 38

吉楽芳広 宮　中 37

桑原一男 荒　屋 37

高橋重恭 上　山 36

吉楽隆司 上　山 34

杉谷清六 荒　屋 34

広田栄次郎 田　中 34

村山源一 東田沢 32

井ノ川明子 田　中 32

外山新吾 鷹　羽 31

広田洋一 干　溝 31

樋口秀雄 荒　屋 30

（村内で献血した人の集計）

劉■浸

　
中
学
校
を
卒
業
し
、

高
校
生
と
も
な
る
と

も
う
一
人
前
の
大
人

で
す
。
こ
ん
な
仲
間

が
数
人
集
ま
り
ま
す

と
、
つ
い
興
味
本
位

で
タ
バ
コ
な
ど
を
か

ま
っ
て
み
た
く
な
る

も
の
で
す
。

　
共
稼
ぎ
の
家
や
居

間
と
子
供
部
屋
が
離

れ
て
い
る
家
庭
で
は

友
達
が
集
ま
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
昼
間
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、

夜
も
十
時
過
ぎ
ま
で
遊
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
ら
注
意
が
必
要

で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
非
行

に
つ
な
が
り
や
す
い
か
ら
で
す
．

父
親
が
一
声
か
け
て

　
あ
る
家
庭
の
話
し
で
は
、
遅

く
ま
で
遊
ん
で
い
る
の
で
、
母

親
が
父
親
に
頼
ん
で
注
意
し
て

帰
っ
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

注
意
さ
れ
て
帰
っ
た
子
ど
も
は
、

母
親
に
「
早
か
っ
た
ね
」
と
言

わ
れ
友
達
の
父
親
に
注
意
さ
れ

た
こ
と
を
話
し
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
父
親

が
、
き
然
と
し
た
態
度
で
注
意

す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
放
任
主
義

は
い
け
ま
せ
ん
。
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て

た
い
も
の
で
す
。

訪
間
販
売
に

　
　
　
　
注
意
し
て

　
あ
な
た
σ
家
庭
で
は
、
訪
問

販
売
員
の
巧
み
な
話
術
に
ま
ど

わ
さ
れ
、
必
要
の
な
い
物
ま
で

買
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
春
に
な
っ
て
フ
ト
ン
、
消
火

器
、
健
康
食
品
、
教
材
な
ど
の

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
や
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
人
た
ち
は
、
物
を
買

わ
せ
る
た
め
の
特
別
な
話
術
を

身
に
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
な
気
持
で
接
し
て
い
ま
す
と

と
ん
で
も
な
い
羽
目
に
な
り
ま

す
。
自
分
に
必
要
の
な
い
も
の

で
し
た
ら
勇
気
を
も
っ
て
断
わ

り
ま
し
よ
・
つ
。

消
費
生
活
委
員
に

　
　
　
相
談
を

　
訪
問
販
売
な
ど
消
費
生
活
の

ト
ラ
ブ
ル
に
応
じ
る
た
め
中
里

村
消
費
生
活
改
善
協
力
員
が
い

ま
す
。
消
費
生
活
で
困
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
何
で
も
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
一
年
度

★
消
費
生
活
改
善
協
力
員

　
小
巻
沢
修
子
　
通
り
山

　
　
　
麿
六
三
－
二
六
〇
八

　
渡
辺
　
カ
ツ
　
高
道
山

滝
沢

竹
藤

羽
鳥
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回四回回
〈
み
な
さ
ん
に
関
係

あ
り
ま
す
。
見
だ
し

だ
け
で
も
目
を
通
し

て
く
だ
さ
い
。
〉

鳳
3
祷

》
ー

16㎜フィルム

映写認定講習会のご案内

　十日町小学校の中に1一日町視聴覚ラ

イブラリーがあります。ここには、学

校教材から家庭教育、アニメーション

などのフィルムが保管され、貸出され

ています。

16mmフィルムを映写するためには、

さし

◎父
パ
懸
㎏
r

’
だ
〉
広
＼

へ
千
足
ザ
原
函
り

　
　
　
ノ

戸
鴇
曽

》㊥
・納，＼6

お
や
η
は
も

どさ．上個

轟
　　　　「　　　　「
　　r、　㌧ r

↓

この作配，は山田まゆみさんの協力で

掲載しでいます，

o商店、工場診断

経営 Lの各種の問題点を指摘すると

　ともに、その改善案を示します。

oコンピューター導入促進診断

コンピューター活用により、中小企

業の経営の合理化と活性化を目的と

　します。

★費用　無料です。

詳しくは、役場開発課商工担当まで。

モ
チ
米

国民年金の保険料が

　　　　7，100円に

国民年金の定額保険料は、今年の4

月から1カ月につき7，100円に改めら

れました。

国民年金制度は、老齢や障害などに

より働けなくなったときに、年金によ

って生活を保障することを目的として

つり堀りオーブン

養魚場のつり堀りが、4月20日にオ

ープンしました。春の陽ざしのなか、

親子でつり糸を垂れてみませんか。

養魚場のつり堀りには、湯沢や松之

山からも来ています。清津川の水です

くすく育った大きな鯉を釣りましょう。

★利用料金

す。今年度も募集の説明会が下記の通

り行われます。

★日時　5月17日仕）

　　午後5時30分～8時30分
★場所　新潟市　新潟シルバーホテル

詳しく知りたい人は、県総務部県民

広報課（台0252－85－5511（内）2116）

まで。

交通事故のご相談は

認定証が必要です。この映写機認定講

習会が開かれますのでご案内します。

★日時　6月10日～12日

造林等の火入れは　　　　　　　小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　届出が必要です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増

います。

　いつの時代にあっても、年金の価値

を社会情勢に応じた水準に保っていか

大人1時間600円
子供　〃　　300円

竿代…ヘラ竿150円　竹竿50円

　　　　　お気軽にどうぞ

午前9時半～午後4時40分（平日）

土曜日は正午まで（第2土曜日は休み
午後6時30分～9時30分
（12日は午後7時～9時）

内奮鷺欝燦麓纏蹴潔蟹　　　産 なければなりません。

　また、人口の高齢化が進む中で年金 農作業機械の ます）

★場所　中里村総合センター

　詳しく知りたい人は、中里村公民館

のための地ごしらえ潤墾準備等で火　　　を

入れを行う場合は、村長の許可が必要

受給者が増え、年金の支払いに要する

費用が年々増えています。
運転は慎重に

◎専門の相談貝が親身になってご相談

　に応じます。

まで（a63－2493）
です．この規定‘こ該当するものとして、　　　し

このようなことから、国民年金の財 水田の耕起の季節です。勤めの前や ◎弁護士相談日：毎週水曜日

田畑の畦畔（アゼ）、稲ワラ焼きも含ま　　ま 源をまかなっている保険料も引き上げ 後に無理な作業をしていませんか。余 午後1時～4時

鰹
噌

水道料第一期分は

　　　　　暫定料金です
れます・　　　　　　　　　　し
　火入れを行う場合は、火入れをする
7日前までに申請書2通と土地及びそ　　　よ

が必要になります。

　家計を預かる奥さんにとって、保険

料のアップは頭の痛いことですが、老

裕のない作業は事故につながるもとで

す。近年トラクターによる転倒事故が

起きています。水田での作業は、長ぐ

社団法人日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター

議嚢 　例年4月はじめに水道のメーターを

検針し、冬期間の使用料を精算しまし

の周囲の現状、防火設備の位置を示す　　　　　　一隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
見取図を添えて役場開発課に提出して

後の柱となる国民年金制度を今後も健

全に運営していくため、保険料の引き

つに泥がついてブレーキペダルやクラ

ッチペダルの操作を誤まることがあり

新潟市本町通七番町1082　興亜火災新

潟支店ビル5階（新堀通り本町角）

たが、今年は大雪のため検針できませ ください．　　　　　　　　　　　　盆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辰

上げについて、ご理解をお願いします。 ますので十分注意してください。

　“注意1秒　ケガー生”

新潟調査事務所内

君0252－25－1851（直通）んでしたので第一期分も暫定料金で徴 詳しくは、役場開発課まで。

収いたします。精算は6月のはじめに （倉63－2511内74）　　　　　　　政 調理師試験のご案内 起きてからではもう遅いのです。

検針して行いますのでよろしくお願い

します。

　建設課水道係（君63－2511㊥59）

善意をありがとう　　　　　課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　昭和61年度の調理師試験が下記の通

り行われます。

★日　時　　6月26日㈲

青年の力海外で発揮を

　　　　　　青年海外協力隊

　　停電のお知らせ

5月22日㈲　午後1時～5時
田沢本村、如来寺、東田沢、豊里

商店、工場等の

　　経営診断のご案内

　次の善意が社会福祉協議会に寄せら

れました。

★古切手

　o越後田沢郵便局

★場　所　　六日町

★願書受付　5月14日～5月20日まで

　　　　　十日町保健所

　アジア、アフリカ、中近東、中南米、

南太西洋地域の国々は、いま、国づく

りのために、いろいろな分野での若い
車の盗難にご用心

新潟県商工労働部では、中小企業の o小林豊政氏 ★合格発表　7月17日 人材を必要としています。 最近、車の盗難事件が多発していま

経営合理化対策の一環として、各種診 o藤田義一氏 詳しくは、十日町保健所まで 青年海外協力隊は、こうした開発途 す。路上に駐車したわずかな間にも発

断を実施しています。この機会に診断 ありがとうございました。 （費57－2400） 上国をべ一スとした国際協力活動の場 生しています。車を降りるときは、必

を受けてみませんか。 で、自分の能力を活かしてみたいとい ずカギをとる習慣を身につけましょう。

★診断種類 う人たちのいわば“人材グループ”で 十日町警察署

整価　灘　　い 騒　　疑 導蕨　熟 騙　　艶

鰐難燕llll農難ll籍俣虹薗講霧
のら一』二に所苗事すの着
八原部力よの場を。一手

進
め
て
い
る
北

山
麓
第
二
開
拓

原
町
北
工
区
の

り
ま
す
と
、
今

年
で
、
倉
俣
幹

（
津
南
町
境
の

町
集
落
の
下
卜

百
一
．
▽
ご
が
、

す
る
の
は
、
倉

部
で
あ
る
原
町

四・・工す俣まな松’場
・六三区。原すさ原約山

は
、
地
区
面
積

珍
で
農
地
開
発

診
、
土
地
改
良

七
診
と
な
っ
て

麓
総
合
農
地
開

四
十
診
の
そ
菜

に
完
成
し
た
こ

ん
が
ご
存
知
の

。
今
年
度
か
ら

工
区
の
工
事
に

国営苗場山麓総合講繋
　　　農地開発事業㍉．．、．．・

全
幅
七
層
の
道
路
に
改
良
さ
れ

る
外
、
今
年
度
、
農
地
開
発
（
畑

地
造
成
）
と
土
地
改
良
（
ほ
場

整
備
）
を
合
せ
て
七
・
五
鈴
の

工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
田
の
区
画
は
、
一
区
画
三

十
誓
と
な
り
、
用
水
は
、
大
谷

内
ダ
ム
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

通
水
さ
れ
る
計
画
で
す
。

　
原
町
北
工
区
の
全
体
の
三
十

五
・
五
診
が
完
了
す
る
の
は
、

昭
和
六
十
三
年
こ
ろ
に
な
る
見

込
み
で
す
。

　
原
町
、
新
里
の
水
田
は
、
昭

和
三
十
～
三
十
三
年
こ
ろ
に
農

地
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
一
区

画
十
牌
，
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村

内
で
は
、
比
較
的
広
い
ほ
場
の

中
に
入
り
ま
す
が
、
将
来
の
事

を
考
え
合
せ
ま
す
と
三
十
誓
区

画
位
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
事
業
の
推
進
は
、
大
型

機
の
導
入
を
可
能
に
す
る
と
と

も
に
、
土
地
の
高
度
利
用
に
も

役
立
ち
、
現
代
の
農
業
に
合
っ

た
営
農
体
系
を
つ
く
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
㎎
㌦

夢槽
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最
近
。
パ
！
ト
勤
め
を
さ
れ
る

奥
さ
ん
の
数
が
急
激
に
増
え
て

い
ま
す
。

パ
ー
ト
収
入
が
年
間
九
十
万
円

を
超
え
て
し
ま
い
配
偶
者
控
除

の
適
用
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
会
社
に
よ
っ
て
は
、
所
得
税

法
上
の
控
除
対
象
配
偶
者
に
限

奥
様
と

パ
U
ト

困璽

っ
て
家
族
手
当
を
支
給
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
配
偶
者
控

除
の
適
用
が
な
く
な
っ
た
場
合

に
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
精

算
す
る
か
、
確
定
申
告
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
税
金
が
増
え
る

ほ
か
、
会
社
か
ら
支
給
さ
れ
る

家
族
手
当
ま
で
返
還
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
場
合
も
で
て

く
る
わ
け
で
す
。

奥
さ
ん
が
パ
ー
ト
勤
務
さ
れ
る

場
合
は
、
税
金
に
つ
い
て
も
考

慮
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
税
務
署

ま
で
。
（
8
五
二
上
一
二
八
一
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㎜
…
★
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
対
策
委
員
会
　
　
　
観
光
と
漁
業
面
で
の
影
響
が
㎜
㎜

㎜
㎜
　
四
月
三
日
、
清
津
川
多
目
的
　
　
中
里
村
の
活
力
低
下
に
つ
な
が
㎜
㎜

…
㎜
ダ
ム
対
策
委
員
会
が
、
役
場
議
　
　
っ
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
㎜
㎜

㎜
㎜
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
㈱
　
　
と
あ
り
ま
す
。
同
委
員
会
で
は
㎜
㎜

㎜
㎜
国
土
開
発
セ
ン
タ
ー
に
調
査
依
　
　
こ
の
報
告
書
を
国
県
の
関
係
機
㎜
…

㎜
㎜
頼
し
て
い
た
「
清
津
川
ダ
ム
環
　

関
へ
提
出
す
る
と
と
も
に
、
流
㎜
…

㎜
㎜
境
調
査
」
（
漁
業
と
観
光
面
）
の
　
　
域
住
民
と
の
話
し
合
い
を
も
ち
…
…

㎜
㎜
報
告
書
が
ま
と
ま
り
委
員
会
で
　
　
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
…
㎜

㎜
㎜
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
★
中
里
村
ほ
う
賞
審
査
会
　
　
　
㎜
㎜

…
㎜
　
こ
の
報
告
書
に
よ
り
ま
す
と
　
　
　
村
で
は
、
昨
年
三
月
に
ほ
う
㎜
㎜

…
㎜
ダ
ム
建
設
は
、
清
津
峡
の
景
観
　
　
賞
規
則
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
㎜
㎜

㎜
…
破
壊
や
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
を
招
　
　
の
規
則
に
基
づ
き
、
今
年
度
は
㎜
㎜

㎜
…
く
だ
け
で
な
く
、
環
境
の
変
化
　
　
三
十
七
名
が
、
村
政
事
務
嘱
託
㎜
㎜

…
㎜
に
弱
い
イ
ワ
ナ
や
カ
ジ
カ
、
ア
　
　
員
会
議
の
席
上
で
村
長
か
ら
表
㎜
㎜

㎜
㎜
ユ
な
ど
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
　
　
彰
を
受
け
ま
し
た
。
　
　
　
　
…
…
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こ
の
絵
の
工
夫
し
た
と
こ
ろ

は
、
家
の
か
べ
の
よ
ご
れ
の
部

分
で
す
。
空
の
色
を
ぬ
る
と
き

は
、
何
回
も
ぬ
り
直
し
て
と
て

も
く
ろ
う
し
ま
し
た
。

　
よ
く
で
き
た
と
こ
ろ
は
、
空

の
色
が
思
う
よ
う
に
ぬ
れ
た
所

で
す
。 歯

罫
・

　
雨
が
降
っ
て
も
風
が
吹
い
て

も
外
が
大
好
き
な
美
香
子
ち
ゃ

ん
。
だ
か
ら
夕
方
六
時
こ
ろ
に

な
る
と
疲
れ
て
ご
飯
も
そ
こ
そ

こ
に
眠
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
か
わ
り
朝
は
五
時
半
こ
ろ
か

ら
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
田
代
山
田
美
香
子
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
父
繁
信
・
母
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
ヂ
φ
噸
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
鰍
廃
㌦
瀦

おさ橋・芋川

（
“

芋川
高橋文雄さん

昔はあちこちでおさ橋というのが冬

場に架けられました。芋川集落でも、

冬場はへっつりが雪崩で危険のため芋

川新田と共同でおさ橋をかけました。

おさ橋を架けるのは、村中総出で行

いました。橋のケタになる杉の丸太3

本は共有林から切り出してきました。

この丸太をかつぎ出すのが大変な仕事

でした。毎年川幅の一番狭い所を目が

けて架けられました。橋の取り付け部

分に石を積んで橋のケタとなる3本の

丸太を支え、中央で芋川新田の人たち

がかけた丸太と結びその下に橋脚を3

本作りました。あとは丸太の間にポヨ

（雑木）を渡し完成です。冬場はもっば

らこの橋が頼りでソリに米を積んだり

して通ったものです。橋の中央は横ゆ

れがしてとてもこわかったものです。
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。
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穿
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箔
畑
ど
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カ
ツ
パ
祭
り
で

鶏
届
凄
．
．
人
．
ち
　
　
　
中
里
村
P
R

て
も
老
人
選
品
展
の
品
々
。
　
「
こ
れ
が
本
当
の
山
ウ
ド
よ
ね
・
ウ
ン

を
覚
え
ま
す
　
お
年
よ
り
た

、
手
間
ひ
ま
を
言
わ
ず
に
丹
．
い
い
香
り
由
舎
か
棄
京
に
で
て
久
し

て
作
っ
た
作
品
に
は
、
既
成
　
　
　
い
人
た
ち
の
懐
し
さ
あ
ふ
れ
る
｝
言
葉
で
す

素
朴
な
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
　
　
［
　
五
月
五
日
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東
京
錦
糸
町
駅
前
の
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祭
り
の
会
場
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中
里
村
を
は
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、
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ば
で
　
、
　
野
町
（
栃
木
県
）
、
鴨
川
市
（
千
葉
県
）

っ
た
お
年
よ
り
が
「
辛
苦
仕
　
灘
　
な
ど
が
出
店
し
、
故
郷
の
香
り
が
漂
い
ま

り
だ
の
」
と
楽
し
い
会
話
が
　
　
　
し
た
。
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老
人
工
芸
品
展
な
ら
で
　
　
　
　
村
か
ら
は
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中
里
タ
ラ
ブ
（
会
長
中
島

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
お
　
　
　
正
人
）
の
メ
ン
バ
ー
等
五
人
と
議
員
二
人

力
作
が
次
々
と
買
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め
ら
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ロ
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に
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菜
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Y｝　　り吉楽勉
Y　ワ　ー枝さん（宮中）⑬
｝
｝　きっかけは……り友達同志でグループになって遊んでい
｝　　　　　　たんですよ。そのとき見初めたんです。

｝第一印象は
｝
｝
｝結婚生活は
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る
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い
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旅
上
年
見
若
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　・・ワとても気さくな感じで初対面という感

じがしませんでした。ワおとなしそうな人だ

なあ一と，思いました。

　一り細かいところまで気がつくんですよ。

家のことは任かせきりです。りわたしたち不

思議とケンカをしないんですよ。たまには派

手なのもいいと思うんですけど。

　　り新婚旅行に着なれないスーツを着て

いって、宿に上着を忘れて戻ったことかなあ。

ワ交際中の2年間、ほとんど毎日会っていま

したね。顔を見るだけで楽しかった。

　　　ワ若者がいっぱいいて活気あ』、れ

る村にしてほしいですね。それにはまず、働

く場所ですね。り夫婦共稼ぎですから、近く

に勤め先があるといいですね。
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し
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た
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へ
の
参
加
も
、
今
年
で
五
年
目
と
あ
っ
て

中
里
村
の
知
名
度
も
関
係
者
の
努
力
で
上

昇
し
て
い
ま
す
。
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に
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菜

　
と
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し
た
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で
す
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ケンちゃんとの約束守ってね

腹
話
術
で
交
通
安
全
教
室

　
ケ
ン
ち
ゃ
ん
て
大
き
な
声
で
呼
ん
で
「
ケ

ー
ン
ち
ゃ
ん
f
一
と
大
き
な
声
が
ホ
ー
ル

に
響
き
ま
す
。
こ
の
ケ
ン
ち
ゃ
ん
は
、
県
警

交
通
安
全
教
育
車
ゆ
き
つ
ば
き
号
に
の
っ
て

き
た
人
形
で
す
。

　
ケ
ン
ち
ゃ
ん
は
、
婦
人
警
官
の
お
姉
さ
ん

の
見
事
な
腹
話
術
で
交
通
安
全
の
お
話
し
を

分
り
や
す
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
四
月
二
十
三
日
、
中
里
保
育
所

で
行
わ
れ
た
ゆ
き
つ
ば
き
号
に
よ
る
交
通
安

全
教
室
の
模
様
で
す
。
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歩
行
者
も

　
　
心
が
ゆ
る
み
が
ち

　
春
の
陽
気
で
、
歩
行
者
も
ド

ラ
イ
バ
ー
も
気
が
ゆ
る
み
が
ち

で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で

加
害
者
や
被
害
者
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

鱗
　
ピ
の

苗
田
田

・飲酒運転検挙者数　3人

・無免許運転違反　　1人

・事故発生件数　　　5件

・死亡事故ゼ回　934日

　　　　（4月末累計）

　　《スブリングエフェメラル》

雪どけを待ちかねたように淡紫花を咲か

せるカ9クリ。この植物は、芽ぶきの遅い

ミスナラなどの林の下で生活しています。

雪どけ後から．頭上の木々が芽ぶき日光を

閉ざされるまでの／カ月余に、この植物は

勝負をかけています。臼光が十分にさし込

む短い期間に、発芽・生長・開花・結実し、

養分をしっかりと地下茎に貯えます。木々

の葉が茂るころには、地上部を枯らして次

　　　　　　　の春に備えて深い
　　ドク　　’灘　　　　　　眠りにつきます。

　　　　鼎　　　このような生活を
　　　・、介ψ
　　　　0誘　　　送る植物を、短命
　　　ぬ　》ろ「／　　　　　な春の花（スブリ

　　　　　　　ンクエフエメラル）

　　　　　　　と呼びます。

カタクリ（ユリ科）
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9 広報力’　O、マ　ご　　　昭和6／年5月／0日
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